
令和２年度の執行体制について 

令和２年４月１日実施 

 京  都  府 

１ 



令和２年度 執行体制の見直しのポイント 

◆「京都府総合計画～京都夢実現プラン～」を着実に推進するとともに、防 
  災・減災対策や新型コロナウイルス感染症への対応などの喫緊の課題に 
  的確に対応するため、必要な執行体制を強化 

◇総合計画を全庁で推進するための体制の強化 
  ・全庁横断的な重要課題に対応するための体制整備 
  ・広域振興局において、市町村や関係団体等と連携して地域での施策推進 
    を図るための体制整備 
 

◇防災・減災対策の強化 
  ・逃げ遅れゼロ・プロジェクトの推進及び消防の広域化などを的確・効果的に 
   推進するための体制の強化      
  ・広域振興局における地域防災体制の強化 
 

◇新産業創造・成長に向けた体制の強化 
  ・企業の創業から成長まで各段階に応じた伴走支援を実施できる体制整備 
 

◇府民の健康、子どもの安心・安全への迅速・的確な対応 
  ・喫緊の課題である新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けたＰＣＲ検 
    査体制及び児童虐待相談件数の増加等に対応した児童相談体制を強化 

２ 



総合計画を全庁で推進するための体制の強化 

○総合計画・地域振興計画を着実に推進するためには、全庁 
  横断的な重要課題に総力を結集して取り組むことが重要。 
  このため、政策企画部に全庁的な政策調整機能の要となる 
  「総合政策課」を設置 

◆全庁横断的な重要課題への対応や市町村や関係団体等をはじめとした 
  様々な主体と連携・協働して施策推進を図るための体制整備 

○「子育て環境日本一」への対応など、市町村等をはじめ様々 
    な主体と連携・協働して地域での施策推進を図る体制を強化 
  するため、広域振興局に「地域連携・振興部」を設置 

３ 



防災・減災対策の強化 

○逃げ遅れゼロ・プロジェクトの推進など、過去の災害に対する 
  検証から得られた教訓を踏まえて、的確に対応できる体制を 
    強化するため、「危機管理総務課」を設置 
 
○消防の広域化などを的確・効果的に推進するため、「消防保 
  安課」を設置 

◆頻発する自然災害等に迅速・的確に対応するため、危機管理部及び各広 
  域振興局の防災・減災体制を強化するための体制整備 

○地域防災体制を強化するため、各振興局に「総務防災課」及  
  びそれ以外の総合庁舎（７ヶ所）に「地域総務防災課」を設置  

４ 

【本庁 危機管理部】 

【広域振興局】 



新産業創造・成長に向けた体制の強化 

○「起業するなら京都・プロジェクト」の実現に向け、ステージ毎 
   に応じ た伴走支援を体系的に実施し、オール京都で取り組 
   むスタートアップ企業の創出・育成を支援する体制を整備  

◆Ｓｏｃｉｅｔｙ５.０社会が到来する中、 京都企業が新しい価値や技術の創造を
実現するための最適な事業環境 を整備  

○医薬品・医療機器の研究開発から許認可取得、実用化まで 
  のシームレスな支援体制を構築するため、保健環境研究所内 
  に「京都府薬事支援センター」を設置 

５ 



   府民の健康、子どもの安心・安全への迅速・的確な 
   対応 

○新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、保健環境研究 
  所でのＰＣＲ検査担当職員を増員し、正確・迅速な検査を実 
  施するための体制を強化  

◆新型コロナウイルス感染症や児童虐待相談対応件数の増加など、府民の 
  健康、子どもの安心・安全という喫緊の課題に迅速・的確に対応するため 
    の体制強化 

○児童虐待相談件数が増加する中、虐待発生時の迅速・的確 
  な対応及び夜間・休日の緊急対応等を行うための更なる児童 
    相談体制の強化 

６ 



７ 

人事異動規模・異動の特徴 

・規模 約１，６００人 （中規模） 
   
   
  ※総合計画を着実に推進するための新しい執行体制に 
 
   即した適材適所の人事配置を実施 
 
 
  ※新型コロナウイルス感染症対策を継続して推進する 
 
   ため、関係する主要職員は留任 
 
 
 
 ・本庁部長・広域振興局長は７名異動（中規模） 
 
  
  ・積極的な女性職員の登用を継続 
  ※女性管理職比率 １５．７％（過去最高）（㉛15.1%） 
  ※主要ポストへの女性登用の拡大 
   ・５年ぶりに観光部門に部長級の女性職員を配置 
 
 ・主要新設ポストに積極的に若手を登用 


